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【基本目標 1】高齢者を地域でささえあうまちづくり 

（1）地域共生社会の実現に向けた取組の推進 

NO. 
計画書

記載頁 
主な取組 進捗状況 担当課 

1 59頁 

① 総合相談

窓口の充

実 

 

 地域包括支援センターの体制については、令和 3年度と現在の状況は下段のとおりです。配置人員数につい

て、総数に変化はありません。 

 しかしながら、今後の地域包括ケアシステムの推進に向け、4 ヶ所の在宅介護支援センターの機能強化をは

じめ、民生委員や医師会などの各種関係機関との連携を強めることにより、地域包括支援センターの体制強化

に取り組んでいます。 

  

 令和 3年度 

人員体制 

保健師、看護師    4名 

社会福祉士      4名 

主任ケアマネージャー 3名 

ケアマネージャー   8名 

事務職        4名 

管理者        1名 

 

 ＊介護保険法に規定する指定事業者の人員基準 

   高齢者数 3,000 人～6,000 人当たりに「保健師・社会福祉士・主任ケアマネージャー」それぞれ１名を

配置する。（令和 4年 9月１日現在 高齢者人口 18,565人） 

 

健康長寿課 

高齢者支援係 
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（2）認知症施策の推進 

 

 

NO. 
計画書

記載頁 
主な取組 進捗状況 担当課 

2 59頁 

① 認知症に

関する正

しい知識

の普及・啓

発 

 

② 認知症サ

ポーター

の養成 

 

③ 認知症高

齢者見守

り事業 

  認知症は脳の老化により、高齢になるほど発症する可能性が高くなり、2025年には 65歳以上の高齢者の 

 5 人に１人が認知症になるといわれています。誰もが認知症になる可能性があり、また、かかわることにな

るかもしれない身近な病気であることから、より多くの方が住み慣れた地域で安心して暮らせるような取組

を推進していきます。 

 

① 認知症に関する正しい知識の普及・啓発 

  認知症お役立ちガイドの発行 4,000部発行し、認知症に関する相談時に窓口での配布や、医療機関、医

師会、薬剤師会、歯科医師会等への配布を行った。 

（発行は介護保険制度の改正に合わせ 3年に１度） 

 

② 認知症サポーターの養成 

  認知症サポーター養成講座の開催 4回 

 

③ 認知症高齢者見守り事業 

・高齢者等 SOSネットワーク事業 

  認知症等により行方不明になった高齢者及び若年性認知症者を早期に発見できるような支援体制の構築。 

 2015年度から直鞍２市２町で協定書をかわし、広域的なネットワーク体制を整備している。 

 SOSネットワーク稼働件数 6件 

 

・高齢者等 SOSネットワーク見守り事業 

  認知症等により行方不明になる恐れのある人の関連情報をあらかじめ登録。 

登録件数 71件 

健康長寿課 

高齢者支援係 
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（3）家族介護者への支援の充実 

 

 

 

NO. 
計画書

記載頁 
施策名 進捗状況 担当課 

3 64頁 

① 家族介護

者に対す

る相談支

援体制の

充実 

 

② 家族介護

者の負担

軽減の充

実 

 介護者本人や家族の中だけで問題を抱え込んでしまうことのないよう、気軽に相談できる体制を整備すると

ともに、相談先の周知や介護者のストレスの軽減をはかることを推進していきます。 

 

① 家族介護者に対する相談支援体制の充実 

在宅介護支援センターを市内 4ケ所に設置し、総合的な相談や各種サービスの情報提供、申請手続の 

   代行申請等の実施 

    在宅介護支援センターでの相談実件数；585件 

    相談延べ件数；2,240件 

 

② 家族介護者の負担軽減の充実 

   ・要介護 3以上で在宅の寝たきり高齢者に対し、自宅に紙おむつを月１回給付 

    延べ 547件 

 

   ・65歳以上の単身世帯、もしくは高齢者のみの世帯に夕食の配達 

    実施人数 2,810人 

    提供食数 50,896食 

   

   ・一人暮らしの高齢者へ緊急通報装置貸与事業を実施 

    緊急時にボタンを押すと、委託業者が状況に応じ、協力員への連絡、駆けつけ業者への連絡、 

    救急車要請を代行する。 

    利用者 260人 

     

健康長寿課 

高齢者支援係 
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（4）高齢者を支える担い手づくり 

NO. 
計画書

記載頁 
施策名 進捗状況 担当課 

4 65頁 

① 地域にお

ける担い

手の確保 

 

② 介護人材

の確保 

多様化ニーズに対応する為、、地域で高齢者を見守り支える協働可能な体制づくり及び、介護人材の確保

に努めています。 

 

①  地域における担い手の確保  

  ・直方市民生委員・児童委員協議会…地域懇談会の実施など 

・直方市老人クラブ連合会…元気サロンの実施など 

・直方警察署…徘徊 SOSネットワークに関する連携など 

・直鞍医師会…医療介護連携体制の整備など 

・直方市社会福祉協議会…配食サービスの実施（見守り）など 

  

① 介護人材の確保 

介護従事者の資質向上のための学習会 

 介護支援専門員向け 8回 

  介護認定調査員向け 1回 

   

健康長寿課 

高齢者支援係

介護サービス係 
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【基本目標 2】高齢者が健康で活躍できるまちづくり 

（1）健康寿命の延伸 

NO. 
計画書

記載頁 
主な取組 進捗状況 担当課 

5 70頁 

① のおがた

元気ポイ

ント事業

総合相談 

② 特 定 健

診・がん検

診の受診

促進 

③ 歯科口腔

保健に関

する知識

の普及・啓

発 

④ 高齢者の

保健事業

と介護予

防の一体

的な実施

の検討 

基本理念である「地域でささえあう高齢者が健康で安心して暮らせるまちづくり」を実施するためには、高

齢者が健康でいることが大前提です。健康寿命と平均寿命の乖離を可能な限り解消するための取組を推進して 

いきます。 

① のおがた元気ポイント事業の推進 

団体登録済の利用者に対し、健診や介護予防活動等に対してポイントを付与し、高齢者の健康づくり・

介護予防の取組を推進する事業 

 登録団体数 256団体、参加登録者数 2,977人、商品券交換者数 924人 

② 特定健診・がん検診の受診促進 

生活習慣病の予防、疾病の重症化予防のために特定健診、特定保健指導、がん検診を実施 

特定健診受診率 32.0%  特定保健指導実施率 30.6%（令和 4年 8月末時点速報値） 

各種がん検診受診率（胃 5.9% 肺 4.9% 大腸 4.9% 子宮 11.0%  乳 11.9% 前立腺 5.1% ） 

「介護予防お役立ちガイド」等でも広報を行った 

③ 歯科口腔保健に関する知識の普及・啓発 

広報を活用して歯科口腔保健に関する知識の普及啓発及び歯周病検診を実施（対象者 40,50,60,70歳） 

歯周病検診受診者  44人（受診率：1.5%） 

「認知症お役立ちガイド」にて、かかりつけ歯科医を持つことの普及啓発を実施した 

お口の無料相談窓口の紹介 

④ 高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施の検討（令和 3年度から実施） 

ハイリスクアプローチ支援 訪問 23件（延件数）※リスクの高い方に向けた個別支援の訪問 

ポピュレーションアプローチ支援 3か所 ※集団を対象とした支援 

庁内会議 3回、庁外連携（直方鞍手医師会、直方歯科医師会、直方鞍手薬剤師会） 

健康長寿課 

高齢者支援係 

健康推進係 
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（2）自立支援・重症化防止に向けた取組の推進 

NO. 
計画書

記載頁 
主な取組 進捗状況 担当課 

6 73頁 

① サポータ

ー養成講

座 

 

 

 

② 一般介護

予防事業

の充実 

 

 

  

要支援・要介護になるリスクを減少させるためには、介護予防の必要な方が自ら意欲をもって予防に取り組

むことが重要であるため、その取組を支援する事業を推進していきます。 

 

① いきいき百歳体操サポーター養成講座 

リハビリのプロである理学療法士・作業療法士が講師になり、いきいき百歳体操を地域で普及させるた

めの人材育成を目的とし、体操のコツや介護予防について学習する講座 

  実施回数 4回、参加人数 83人 

 

② 一般介護予防事業の充実 

 ・介護予防お役立ちガイドの発行 

   19,000部 

  

 ・週一回いきいき百歳体操に取り組む団体の体力測定・運動指導 

  実施回数 14回、参加人数 192人   

 

 ・元気サロン  

  介護予防運動、健康教育等を通して健康づくりの促進や閉じこもり予防を図るもので  

  シニアクラブ連合会に委託している。 

  実施回数 49回、参加人数 1,027人 

 

 

 

  

  

健康長寿課 

高齢者支援係 
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（3）生きがいづくり活動の推進 

NO. 
計画書

記載頁 
施策名 進捗状況 担当課 

7 75頁 

① 生涯学習

活動事業 

 

② 生涯スポ

ーツ・レク

リエーシ

ョン事業 

 

高齢者の生きがいのためには、それぞれの能力や経験を生かし、発揮できる場が必要なため、その仕組みづ

くりに取り組みます。 

① 生涯学習活動事業 

・直方はつらつ塾 

 概ね 60歳以上の方を対象に生きがいづくりを目的とした各種講座の開催 

 講座数 8講座、実受講者数 203人 

・世代間交流 

 地域の高齢者に学校に出向き、昔遊び等を伝授 

 実施回数 51回、延べボランティア参加数 355人 

② 生涯スポーツ・レクリエーション事業 

 老人クラブ連合会主催により高齢者が気楽に参加できる各種事業を実施 

グラウンドゴルフ大会１回、参加人数 76人 

パークゴルフ大会１回、参加人数 71人 

ペタンク大会１回、40人 

文化・スポー

ツ推進課 

社会教育係 

 

健康長寿課 

高齢者支援係 

 

（4）高齢者の社会参加・働く場の充実 

NO. 
計画書

記載頁 
施策名 進捗状況 担当課 

8 75頁 

① 老人クラ

ブ活動の

支援 

 

② 高齢者の

就労促進 

高齢者が心身ともに健康で充実した生活を送るためには、社会参加や働く場が重要なため、その支援を行っ

ています。 

① 老人クラブ活動の支援 

・老人クラブに対する助成や取組に対する周知・支援 

② 高齢者の就労促進 

・高齢者の就労機会確保の事業展開を行う直方市シルバー人材センターに対する助成 

・高齢者の就労促進に関する周知・啓発  

健康長寿課 

高齢者支援係 
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【基本目標 3】高齢者が安心して暮らせるまちづくり 

（1）在宅医療・介護の連携の充実 

NO. 
計画書

記載頁 
主な取組 進捗状況 担当課 

9 78頁 

① 地域の医

療・介護サ

ービス資

源の把握 

 

② 在 宅 医

療・介護連

携に関す

る相談支

援 

 

③ 医療・介護

関係者の

研修 

 

 

④ 在 宅 医

療・介護連

携に関す

る関係自

治体との

連携 

 

  

高齢者が可能な限り住み慣れた地域で自分らしい暮らしを送るために、医療・介護サービスが切れ目なく 

一体的に提供される体制強化に努めています。 

 

① 地域の医療・介護サービス資源の把握 

・医療、介護資源情報ガイドを医師会、介護支援専門員等に配布 

 発行部数 700部 

 

② 在宅医療・介護連携に関する相談支援 

 相談件数 474件 

 訪問支援  5件 

 

③ 医療・介護関係者の研修 

・地域包括主催研修 

 介護専門支援員向けにケアマネジメントに関すること（事例検討を含む）、定期巡回・随時対応型訪問介

護看護に関すること、認知症初期集中支援チームについての研修 

 開催 4回 

  

④ 在宅医療・介護連携に関する関係自治体との連携 

・直鞍地区連携会議 １回 

・二市二町（直方、宮若、鞍手、小竹）連携会議 1回（書面開催） 

 

  

健康長寿課 

高齢者支援係 
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（2）地域包括支援センターの機能強化 

NO. 
計画書

記載頁 
主な取組 進捗状況 担当課 

10 79頁 

① 総合相談

支援事業 

 

② 権利擁護

事業 

 

 

③ 包括的・継

続的マネ

ジメント

支援事業 

 

④ 介護予防

ケアマネ

ジメント

の実施 

 

  

本市では、直営で地域包括支援センターを設置していますが、市内 4ケ所の在宅介護支援センター及びその

他の関係機関と連携を図りながら、地域包括支援センターとしての役割が十分に発揮できるよう機能強化に 

努めています。 

 

① 総合相談支援事業 

（高齢者のよろず相談窓口） 

地域包括支援センターにおける相談実件数 1,532件 

地域包括支援センターにおける相談延件数 3,680件 

 

② 権利擁護事業 

（高齢者が安心して生活ができるよう高齢者の金銭や財産管理などの権利を守るための取組） 

・高齢者虐待相談 延べ 93件 

・金銭管理、消費者被害等に関する相談 延べ 124件 

  

③ 包括的・継続的マネジメント支援事業 

（高齢者が住み慣れた地域で暮らし続けることを支えるために、医療関係者、介護職員、ケアマネー

ジャーなど、高齢者に関連する様々な人が連携する仕組みづくりを推進する事業） 

・介護支援専門員のスキルアップ研修 4回開催（再掲） 

 

④ 介護予防ケアマネジメントの実施 

（高齢者の自立支援を目的とし、介護予防に向けたケアの検討） 

・介護予防ケアマネジメント 3,685件 

 

 

健康長寿課 

高齢者支援係 
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（3）高齢者福祉サービスの充実 

NO. 

計画

書記

載頁 

施策名 進捗状況 担当課 

11 80頁 

 

① 生活管理指

導短期宿泊

サービス 

 

② 配食サービ

ス 

 

 

 

 介護保険サービスに加えて、高齢者やその家族のニーズに対応した各種の高齢者福祉サービスの実施を 

行っています。 

 

① 生活管理指導短期宿泊サービス 

 65 歳以上の介護保険非該当者が、生活習慣の指導や体調調整を要する高齢者に施設で短期間でサービス

を提供する事業。一時的に家族の援護が困難になった場合も利用可能。 

   利用人数２人、延べ日数 14日 

 

② 配食サービス 

栄養バランスのとれた食事を提供するとともに、利用者の安否の確認を行う。 

   利用実績（のべ）50,896食、2,810人（再掲） 

健康長寿課 

高齢者支援係 

 

 

（4）高齢者の虐待防止と権利擁護に関する取組の推進 

NO. 
計画書

記載頁 
施策名 進捗状況 担当課 

12 81頁 

① 普及・啓発 

 

② 高齢者虐

待の防止 

 加齢による判断能力の低下や認知症等により適切な判断ができない高齢者の権利を擁護し、支えていくため

の取組を推進していきます。 

 

① 普及・啓発 

認知症お役立ちガイド等により、認知症の人及びその家族が同じ悩みを抱える人と交流できる場や認

知症の相談窓口やなどを周知した。 

② 高齢者虐待の防止 

 介護予防お役立ちガイド等により、高齢者虐待に関する啓発を行った。 

 

健康長寿課 

高齢者支援係 

介護サービス係 
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（5）高齢者が安心して住み続けられる住まいの充実 

NO. 
計画書

記載頁 
施策名 進捗状況 担当課 

13 82頁 

①養護老人ホ

ームの適切な

利用促進 

 

②住みよか事

業 

 

 

 

 生活の基盤である住まいの安定的確保は、高齢者が住み慣れた地域で暮らし続けるために重要なため、 

高齢者の住まいの充実に取り組んでいます。 

 

① 養護老人ホームの適切な利用促進 

 経済的・環境的な理由により、自宅での日常生活が困難な高齢者が対象に対し、適切な利用を促進する。 

  養護老人ホームへの措置 施設数 4施設、入所者数 557人 

 

② 住みよか事業 

 介護保険法に規定する要介護者及び要支援者が対象。介護保険の住宅改修を限度額まで利用しなおも 

住宅改修を要する場合に助成する事業。上限額１件につき 30万円。 

  事業実施 ２件 

 

健康長寿課 

高齢者支援係 

 

 

（6）安全・安心なまちづくり 

NO. 
計画書

記載頁 
施策名 進捗状況 担当課 

14 82頁 

 

① 避難・救護

体 制 の 強

化 

 

 

高齢者が安心して住み続けられるまちづくりのために、老人クラブや民生委員の会議等で、災害対策に対す

る啓発や、高齢者を対象とした犯罪を未然に防止するような周知等の防犯対策に努めています。  

 

 

① 避難・救護体制の強化 

・民生委員児童委員の協力による 75歳以上の独居高齢者リストの作成 

   

 

健康長寿課 

高齢者支援係 

 

 


